
教師が「悩みの解決」を重複する一方

子供は先生が「話を聞いてくれる」期待と

「何を話せばいいか」という不安を

同時に抱えています。

教師の定期相談の目的

悩みの把握　良さや可能性

教師の46.7％が「悩みの把握」に焦点を

当てますが、子どもの「良さや可能性」に

着目する教師はわずか7％に留まります。

困っていることを

話してみよう

（肯定的）

50.0％

何を話せば

いいのかな

（困惑）

33.3％

何を話せば

いいのかな

（困惑）

57.2％

先生に何を

質問されるのかな

（困惑）

51.6％

困っていること

を話してみよう

26.6% 学年が上がるほど面談の主導権が

教師にあると感じられ、悩みの

ある人のための場と感じられる

ようになります。

児童生徒の見え方をもとに考え、

教師自身の関わり方を振り返る意識を

支えます。

目的に合わせた多様なシートを活用する

ことで、一対一の緊張感を緩和します。

シートの使用により、教師が「定期相談は

こうあるべき」から解放され、子供の表情や

仕草に目を向ける余裕が生まれます。


